
STM32の汎用IOインタフェースのプレゼンテーションへようこそ。

本プレゼンテーションでは、汎用入力および出力インタフェース

の特長について説明し、マイクロコントローラの周辺環境との接

続を

いかに実現するかについて見て行きます。
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STM32製品の汎用IOピンは外部回路とのインタフェースを提供し

ます。

この設定可能なインタフェースはMCU、および、その他の組込み

ペリフェラルによってデジタル、および、アナログ信号と接続する

ために使用されます。

アプリケーションは、広範なIOの供給電圧や低電力モード時に外

部からMCUをウェイクアップする機能などを利用できます。
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汎用I/Oピンは、入力と出力の双方向動作に対応しており、各I/O

ピンは個別に設定が可能です。

これらのピンは、GPIOAからGPIOHの8つのポートでシェアされて

おり、それぞれのポートは最大16本のI/Oピンに割り当てることが

できます。

I/Oポートは、BSRR、および、BRRレジスタにより、ビット単位のセッ

ト、および、リセットが可能で、メモリマップにおいてビットバンディ

ングを使用することも可能です。

I/OポートはAHB2バスに直接接続されています。これにより、ピン

を2クロックサイクル毎にトグルするなど、高速のI/Oピンの動作

が可能となります。

VDDIOxが1.6Vより大きい場合、ほとんどのI/Oピンは5V耐圧です。

最大14本のI/Oピンが、外部のVDDIO2の電源ドメインより供給さ

れます。

この電源供給はマイコンに供給されるVDDからは独立しています。

この機能により、ユーザはMCUのI/Oピンのロジックレベルを、異

なる電圧ドメインから供給される外部ロジックで必要なレベルに

外部レベルシフタを
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使用せずに適応することができます。
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汎用I/Oピンは、様々な動作モードに設定することが可能です。

I/Oピンは入力モードに設定する際、フローティング入力、内

部プルアップ入力、内部プルダウン入力、または、アナログ

入力に設定可能です。

I/Oピンは出力モードに設定する際、プッシュプル出力、オー

プンドレイン出力、および、内部プルアップ、内部プルダウン

の設定が可能です。

各I/Oピンでは、最大スピードとI/Oスイッチングからくるノイズ

の放射を考慮してアプリケーションのEMIのパフォーマンスを

適応するために、

スルーレートのスピードを、4つの範囲から選択可能です。

I/Oピンは外部回路とのインタフェースのために他の実装され

ているペリフェラルで使用されます。

この場合、ペリフェラルの設定を選択する為に、代替機能レ

ジスタが使用されます。

アプリケーションの堅牢性を高める為に、I/Oポートの設定を

ロックすることが可能です。
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一度、ロックレジスタへの正しい書き込みシーケンスが適用さ

れ、設定がロックされると、I/Oピンの設定は次のリセットまで

変更することが出来なくなります。
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USART、タイマ、SPI、および、他の機能など、様々な実装ペリフェ

ラルは同じI/Oピンを共有し、外部回路との接続をおこないます。

ペリフェラルは代替機能のマルチプレクサにより設定され、I/Oピ

ンに対して同時に1つのペリフェラルのみ接続されるようになって

います。

もちろん、この設定はアプリケーションが動作中でもGPIOxAFRL、

および、GPIOxAFRHレジスタの設定により、変更することが出来

ます。
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独立したVDDIO2電源ドメインは、様々な異なる論理回路の電源

電圧の環境での動作を可能にします。

これにより、STM32はSTM32の最大3.6Vまで対応するVDD電源よ

りも大幅に低い1.08V電源の論理回路との通信を可能にします。

本ドメインの最大14本のI/OピンがVDD以外の電圧レールから供

給される他の回路との通信に使用できます。

独立した電源により、設計時に外部の電圧シフタが削減可能と

なります。
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外部発振がオフの場合、この発振に関連するピンは汎用I/Oピン

として使用できます。このピンはデバイスのリセット後、デフォルト

の状態となります。

水晶発振の代わりに外部クロックソースが使用される場合、ク

ロックには関連するOSC_INピンのみが使用され、OSC_OUTピン

は汎用I/Oピンとして

使用可能です。
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STM32L476では、新しくGPIOxASCRレジスタが搭載されており、

I/OピンとADC入力間のアナログ相互接続を制御するために使用

されます。

このレジスタは、信号をADC入力へ正しく届ける為に、ADC変換を

開始する前に設定する必要があります。

このレジスタは、他のデバイスにはなく、ADCチャンネルが選択さ

れると、自動的にアナログ相互接続が有効になります。
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I/Oピンの新しい複数電源スキームは、新しいI/Oピンの構造をも

たらします。

従来より使用されているFT、TTといったネーミングは略記の添え

字により拡張され、各FT、および、TTのI/Oピンの代替電源をハイ

ライトしています。

従来より使用されているFm+機能に対応するFTはFT_fのように拡

張されます。

VLCDより供給されるピンは、”_I”の添え字で、アナログ電源より

供給されるピンは”_a”の添え字で、VUSBより供給されるピン

は”_u”の添え字で、

独立VDDIO2電源ドメインより供給されるピンは”_s”の添え字で拡

張されます。

各I/Oピンの絶対最大定格は各I/Oピンの電源の最低電圧で定義

されます。
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I/Oピンは、STANDBYモード、および、SHUTDOWNモード以外の全

てのモードで有効のままの状態となります。

STANDBYモード、および、SHUTDOWNモードでは、内部プルアップ

／プルダウン抵抗付き入力、または、フローティングの入力設定

のみ有効となります。

SHUTDOWNモードからの復帰時、I/Oの設定は失われます。

MCUのリセット下では、I/Oピンは強制的にアナログ入力モードに

入ります。


